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抄録 

2023 年 9 月 25 日（月），2023 年度大妻女子大学人間生活文化研究所 共同研究プロジェクト「近現

代アジア太平洋地域における文化の諸相に見る相関関係」（研究代表者：松村茂樹）基調講演会を開

催した．講演者は，ボストン大学准教授のキース・ヴィンセント博士で，「「火焔を包みたる氷の如

し」正岡子規の従兄弟，藤野古白について」と題し，日本語で講演いただいた． 

また，2023 年 10 月 30 日（月），基調講演会を受けての共同研究者全員によるシンポジウムがおこ

なわれた．ヴィンセント氏の講演からインスパイアされた点について各自発言した後，ディスカッ

ションがおこなわれた．本報告はその記録である． 

 

はじめに 

2023 年 9 月 25 日（月）14:40-16:10，大妻女子大学

千代田キャンパスG311Aアクティブラウンジにて，

2023 年度大妻女子大学人間生活文化研究所 共同

研究プロジェクト「近現代アジア太平洋地域にお

ける文化の諸相に見る相関関係」（研究代表者：松

村茂樹）基調講演会を開催した．講演者は，ボスト

ン大学准教授 Ph.D のキース・ヴィンセント（J. 

Keith Vincent）氏である． 

ヴィンセント氏は，『漱石の居場所 日本文学と世

界文学の交差』（2019 岩波書店）の共同編者を務

めるなど，米国における日本文学研究の第一線で

活躍している．今回，「「火焔を包みたる氷の如し」

正岡子規の従兄弟，藤野古白について」と題し，現

在執筆中の著書から抜粋して，日本語で講演いた

だいた． 

また，2023 年 10 月 30 日（月），16:20-17:50，大妻

女子大学千代田キャンパス H313 講義室で，基調

講演会を受けての共同研究者全員によるシンポジ

ウムがおこなわれた．ヴィンセント氏の講演から

インスパイアされた点について各自発言した後，

ディスカッションがおこなわれた．本報告はその

記録である． 

 

シンポジウム発言内容 

松村：みなさんご多忙中ご参集くださり，ありが

とうございます．今日は，先日のキース・ヴィンセ

ント先生講演会を受けて，共同研究者全員による

シンポジウムを開催いたします．キース先生の講

演からインスパイアされたことをそれぞれお話し

いただき，後ほどディスカッションができればと

思います． 
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では，廣野さんからお願いいたします．廣野さん

は，現在，台湾の国立清華大学服務科学研究所に

留学中ですので，Zoom による参加となります． 

廣野：国際文化専修，修士 1 年の廣野朱音です．

キース先生の講演を聴いた感想について話そうと

思います．キース先生は，「子規は，夏目漱石と親

密な交流があり，漱石は，子規から俳句の教えを

受けた．」とお話しされていたのですが，子規にと

っては，この交流が大きな励みとなって，より一

層俳句に打ち込むことができ，たくさんの作品を

生み出すことが出来たのだと思いました．漱石も

この交流によって自身を高めることができて今で

も万人に愛される小説を残したのだと思います．

子規と漱石のように切磋琢磨し合う友というのは，

どのような学問においても大切なものだと思いま

した． 

キース先生は，俳句を詠むときに，花や木の名前

など，自分が知らない単語などが書かれていて，

内容が理解できない時は，辞書，google，文献など

を調べたり，人に尋ねたりして，理解するように

しているとお話しされていました．最初は内容が

分からない俳句でも，調べていけば，徐々に分か

るようになるとおっしゃっていて，研究をしてい

る時に内容が分からなくても諦めないで，理解で

きるまで根気強く続けていくことが大切だと思い

ました． 

また，キース先生は子規の俳句から「万歳（まんざ

い）や黒き手を出し足を出し」という句を紹介し

てくださいました．「この句の『万歳（まんざい）』

という言葉を理解するために愛媛大学の先生に聞

き，『お正月の踊り』であると教えてもらい理解す

ることができた．」とお話しされました．このこと

より，キース先生から研究にはコミュニケーショ

ンが大切ということを教えていただきました． 

私の研究テーマは台湾のサービス文化についてな

のですが，今は台湾にいるので，この貴重な機会

を使って，現地の台湾の方々に興味を持ったこと

や疑問に感じたことは積極的に聞くようにしよう

と思いました．私は興味を持ったことや疑問に感

じたことはすぐにネットで調べてしまう癖がある

のですが，ネットで調べた後でも現地の人に聞い

たほうが，より深く台湾のサービス文化について

理解できるのではないかと思いました．今後は，

ネットで調べた後でも，現地の人に聞いて積極的

にコミュニケーションをとって研究を進めていこ

うと思います． 

また，キース先生が紹介してくださった「万歳（ま

んざい）や黒き手を出し足を出し」という俳句か

ら，リズミカルに踊ってお正月を祝う楽しい情景

が浮かんできました．子規作品の素晴らしさを知

る一句であると思いました．キース先生の話を聞

いて，キース先生は，結核を患っていずれ死ぬこ

とがわかっていても有意義な人生を送り，友情を

大切にした子規のことが本当に好きで，尊敬して

いるということが伝わってきました．また，楽し

んで子規の研究をしているということもよく伝わ

ってきました．キース先生は楽しんで研究してい

るからこそ，長年子規に興味を持ちつづけ，子規

の様々な面について研究することができていると

思いました．私も今後はキース先生のように楽し

んで台湾のサービス文化について研究をしていき

たいと思いました．以上です． 

松村：ありがとうございます．では，傅さん，お願

いいたします． 

傅：今回，キース先生の講演を聴いて，子規と彼の

友人たちの美しい友情がとても印象に残りました．

日本の文学者の友情のように，人と人のつながり

は，影響し合い，助け合うことによって成長を遂

げることができます．私は，今，主に中国のポピュ

ラーカルチャーを研究しているんですけど，そこ

でもこのようなつながりを発見しました． 

最近，世界的に人気がある中国のゲーム「原神」の

中で，京劇役者のキャラクター・雲菫が歌う「神女

劈観」が，中国のみならず海外でも大きな注目を

集めており，現時点でネット上での再生数が 1,000

万回を超えています．このゲーム「原神」とゲーム

に登場する京劇歌曲はなぜ世界的に注目されたの

でしょうか．私は，日本の影響が大きいのではな

いかと考えています．中国の映画やゲームなどの

エンタメコンテンツは，1978 年 12 月に開始され

た改革開放に基づいています．改革開放により日

本の映画が紹介され，中国では大きな日本映画ブ

ームとなりました．そして，1980 年代半ば，第五

世代といわれる新世代の監督たちが，中国映画を

世界に知らしめ，中国映画ブームを現出させたの

です．その監督たちは，まさに日本映画に影響さ

れた世代であり，その第五世代を代表する監督の

一人チェン・カイコー（陳凱歌）は，1993 年に『さ

らば，わが愛 覇王別姫』という中国映画の最高峰

といわれる映画作品をつくり出しました．この映
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画は京劇俳優の世界を描いた作品で，この映画に

よって京劇は，中国の代表的伝統芸術文化として

国際的に知られるようになりました．ゲーム「原

神」の中で，京劇が使われたのも，その影響がある

と考えられます．中国のゲーム，そして京劇は，日

本とのつながりはないように思えますが，実は日

本とつながっており，このような深層的な国と国

のつながり，そして異なる文化のつながりは多く

存在するのではないでしょうか．以上，私がキー

ス先生の講演を聴いて，自分の研究とからめて思

い至ったことの一つでした．ご清聴ありがとうご

ざいます． 

松村：ありがとうございます．では，利根川さん，

お願いいたします． 

利根川：利根川です．よろしくお願いします．キー

ス・ヴィンセント先生は共同プロジェクト基調講

演において，正岡子規の生涯と従兄弟である藤野

古白との関わりについてお話ししてくださいまし

た．拝聴して感銘を受けましたことをお話しさせ

ていただきます． 

キース先生は「子規に惹かれた理由として，彼は

結核に感染しながらも，それを公表して生産的な

生き方をしたからです．」と仰っています．当時，

結核は不治の病とされて隔離した療養生活を余儀

なくされていました．そのような状況の中で，子

規は多くの俳句を詠み執筆活動をしています．病

気を覚悟し死期を悟ったからこそ今を大切にして

意欲的に文筆活動をしたのだと思います．常に極

限に置かれているからこそ研ぎ澄まされた文芸作

品を生み出したのだと思います． 

キース先生は「子規という号は「鳴いて血を吐く

ホトトギス」からです．」と仰っています．口の中

が赤く優雅な声で鳴き結核の象徴とされていたホ

トトギス（子規）と自身を重ね合わせて子規と号

しています．病に冒されても命ある限り最後まで

心に響く歌を詠んでいきたいという切実でありな

がらも粋な決意を感じます． 

キース先生は「子規は日清戦争に従軍して古白の

自殺の知らせを受け取りました．病状が悪化し帰

国後入院，その後，療養生活を送りました．後に

『古白遺稿』を出版しました．」と仰っています．

当時，子規は日本新聞社に出社していました．子

規は自身の身体を顧みることなく従軍したのは，

記者として「正しい真実の戦況」を伝えかったの

だと思います．文学者でもある子規は「悲惨な戦

争の現実」を文学に活かして平和を求めたかった

のだと思います．すぐに駆け付けることもできな

い状況にある子規が，同郷で幼い頃から共にした

古白の突然の死を受け入れた時の心の嘆きは計り

知れないほどであったと思います．子規が『古白

遺稿』を編集したのは，子規を慕い心の病に苦悩

していた古白に対して十分なことができなかった

子規の償いの証しであり，古白が悩みながら詠ん

だ作品を世に遺したかった子規の切なる思いと言

えます． 

キース先生は「子規の居所に飛沫感染の恐れがあ

るにもかかわらず多くの人々が集まった．」と仰っ

ています．文学に傾倒する青年たちは，そのよう

なリスクは論外であったと思います．珠玉の作品

を生み出す子規に憧れ教えを請い，句会を通して

文学における向上をめざしたからだと思います．

子規は訪れる文士たちを拒むことなく受け入れ，

彼らも動くことが困難な子規を気遣ったからこそ，

句会が続き世にたくさんの秀逸な作品が送り出さ

れたのだと思います． 

キース先生の講演をお聴きして，限られた短い生

命の中で多くの優れた文学作品を遺した子規の創

作力に心を打たれるとともに，子規への理解を深

めることができました．キース先生に厚くお礼を

申し上げます．この共同研究プロジェクトにより

研修の機会をいただきましたことに深く感謝をい

たします．皆様，ありがとうございました． 

松村：ありがとうございます．では，木村先生，お

願いいたします． 

木村：木村と申します．よろしくお願いします．私

は明治から昭和初期の漢文教科書を研究している

ので，松村先生が編集者のお一人である高校生用

国語教科書とその指導書に編集協力者として四年

ほど前から参加しています．漢文教材を担当し，

正岡子規の漢詩一首（「夏目漱石の伊予に之くを送

る」）の解説を書いたこともあり，今回のキース先

生の講演を拝聴して，子規の俳句がいつ頃から教科

書に掲載されたのかという点に関心を持ちました． 

現在，日本では幼稚園から高校まで，新しい学習

指導要領に基づいた指導が行われています．高校

の国語の指導は実用性ということが強調され，文

学作品の教材も読解に偏らず，創作をすることも

求められるようになりました．そのため生徒に自

分の感じたことを随筆，短歌，俳句，漢詩などで表

現させるような活動を教科書に盛り込まなければ
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ならなくなりました．私が参加した教科書には江

戸から現代までの俳句が十数首掲載され，子規の

句では「いくたびも雪の深さを尋ねけり」が採録

されています．これらを学習した後，季語を調べ

て俳句を作り，グループでディスカッションをす

る単元が設けられ，吸収するだけではなく表現す

ることも重視した構成になっています． 

現在の教科書にも掲載されている正岡子規の俳句

がいつ頃から教科書に登場したのかということに

ついて，『旧制中等教育国語科教科書内容索引』（田

坂文穂，教科書研究センター，1984）を使って確認

しました．これは国語教科書に掲載された教材を

調べるツールの一つです．旧制中学は現在のよう

な検定制度で，一つの教科につき十数種類の教科

書が発行されていました．そのうちの一種の教科

書（佐々政一〔醒雪〕編『校訂新撰国語読本』巻 9，

明治書院，1912）に子規の作品が掲載されていま

す．あくまでも上記の書を使っての調査ですが，

これが最も早い収録のようであります． 

掲載された子規の句は，「湖（うみ）青し，雪の山

山，鳥かへる．」という風景を詠んだもの，「樵夫二

人，だまつて霧をあらはるる．」という生活感情の

あふれた秀句であると評されるものです．これら

は「明治の俳句」という単元に収められ，その後に

は「文学と人生」「明治の文学」「明治の和歌」とい

う単元が続きます．同じ教科書には「近世の文学」

「近世の和歌」という単元もあります．この教科

書には序文もなく，編集者の意図は詳しくはわか

りません．おそらくは現在の教科書のようにアウ

トプットを重視したものではなく，各時代の文体

や文学作品の特色を理解させようという意図によ

って俳句が採録されたものと思われます． 

このように時代による文学作品の役割は変わりま

すが，文学作品は非実用的なものではなく，活用

の仕方によって教材とする意義は十分にあると思

います．機会があれば日本における俳句の扱われ

方について調べてみたいとも思います． 

松村：ありがとうございます．では，戸田山先生，

お願いいたします． 

戸田山：戸田山と申します．私の専門はアメリカ

史で，移民史研究をやっております．こないだの

ヴィンセント先生のご講演に触発されたというこ

とで，今日は南北アメリカの日系移民による俳句

というものについてちょっとお話したいと思いま

す．ここで対象とするのは，日系人による日本語

俳句です．日本語による創作活動が，異文化との

接触および新たな環境によって影響を被ることを

示す事例ということで注目いたしました． 

南北アメリカの俳句の歴史は，これはもうほぼ日

系人の歴史と重なるのだそうです．日本語新聞が

現地で二十世紀初め頃から発行されるようになる

と，そこには文芸欄が設けられ，俳句が掲載され

ます．ブラジルなど相当早いようです．ブラジル

での俳句の初期の秀句とされるのが，こちらの上

塚瓢骨の「夜逃げせし移民思うや枯野星」という

句です．ここで，ヴィンセント先生の正岡子規の

お話と関係してくるのですが，特にブラジルでは

子規であるとか，あるいは，子規の系譜につなが

る高浜虚子のホトトギス派の影響が非常に強かっ

たのだそうです．これは客観写生，そして花鳥諷

詠，つまり現地の自然をありのままに詠む，風土

をありのままに詠むというものです．ここで虚子

の弟子であった佐藤念腹という人についてお話し

しましょう．この念腹は，1927 年（昭和 2 年）に

ブラジルに移住しますが，使命はブラジルでの俳

句の普及だったそうです．そういう意気込みを持

ってブラジルに移住し，それに対して虚子は，次

の句をはなむけに送っていて，2 つのバージョン

が伝わっております．「鍬取って俳諧国を拓くべ

し」，「畑打って俳諧国を拓くべし」というもので

す．念腹はずっとブラジルに留まり，戦後のブラ

ジル俳句の全盛期に 1,000 人以上の弟子を全国に

持ち，月の半分は俳句指導で地方の移住地，ポル

トガル語で言うところのコロニアを回っています．

ブラジル各地に日系人の集落があるわけですが，

そこを巡って句会を開いて，俳句の添削や指導に

よって生計を立て，暮らしていた．そういう稀有

な人物でした．やはり日系人が，特に一世も含め

て，第二次大戦後になると定住志向を強めていた，

当時の時代状況を反映しているといっていいと思

います．しかし，ブラジルで俳句を詠む，あるい

は，アメリカ合衆国本土やハワイで俳句を詠むと

いうことは，異なる風土，異なる季節を題材とし

て俳句を詠むということになるわけです．季語も

さまざまに変わります．そもそもブラジルは南半

球ですから，季節が逆転する．それから，四季があ

るのか，ないのか，地域によって違うわけです．念

腹は，四季がないといわれる亜熱帯のブラジルに

も，日本ほど規則正しいものではないけれど，や

はり春夏秋冬の移り変わりがあると主張し，基本
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的には四季というものがあるということを前提に

句を詠んでいたのです．例えば，「春雷や二人乗っ

たる馬に鞭」という句を詠んでいます．ブラジル

の春というのは，日本で言ったら秋，8 月から 10

月ぐらいです． 

ところが，他方で四季にはとらわれない季語を模

索することもずっと続いているようです．例えば，

ブラジルの中でも熱帯のアマゾン地域ではそうい

う試みがありまして，一例を挙げれば，私は秀句

だと思いますけれど，最近アマゾナス州のマナウ

ス句会で入選した作品で，「減水期行き場失う魚の

群れ」という句があります．減水期とは要するに

乾季です．水が減って魚が行き場を失っていると

いう状況を詠んだ句です．このように新しい季語

概念を模索するという動きも，現地ではあるよう

です．最後に，移民の文化としての俳句という話

に移ります．やはり，ハワイやブラジルといった

大規模日系コミュニティーがあるところでは，こ

れは今も持続しているようです．それはコミュニ

ティーを統合維持するための文芸活動でもあり，

一方で，その移住先の気候風土や文化に日本から

の移民が適応する契機あるいは方法として，この

俳句を詠むという実践は重要ではないかと言える

かと思います．以上で終わります．ありがとうご

ざいました． 

松村：ありがとうございます．では，松田先生，お

願いいたします． 

松田：キース先生のご講演を聞かせていただきま

して，正岡子規の血縁・地縁などを通じた人的交

流がいかに正岡子規の文学，思想を深く理解する

ために重要か，ということについて非常に考えさ

せられました．お話を聞き，私自身が，自分の研究

と関連して，どのようなことが言えるのか，今日

はお話していきたいと思います．私が指導する大

学院生・坂本陽（ひかる）さんが，韓国から南米へ

の移民の歴史をテーマに修士論文を執筆中です．

指導するなかで，全く関係がないと考えていた自

分が調査した人物（この人物に関する発表を戸田

山先生には〔2023 年 6 月の〕アメリカ学会で聞い

て頂きました）が，かなり関連があるということ

がわかりました．今日は，これまで分かったこと

をお話しした後，今後どのような点に着目してい

くかについて，述べたいと思います． 

キース先生のご講演を通じて，やはり朝鮮半島も

日本と同様，血縁・地縁に加えて，また学閥などを

考慮しなければ，政策形成やまたその歴史的出来

事を解釈することができない，ということを改め

て考えさせられました．戸田山先生に聞いて頂い

たアメリカ学会で発表では，張俊河（チャン・ジュ

ナ）という，韓国の「思想の父」といわれる人物に

着目しました．その人物を中心に，朝鮮半島の西

北地区，つまり朝鮮半島の北部の出身者であって，

のちに，朝鮮半島が分断され，また朝鮮戦争（1950

〜53 年）を経て南の方に移ってきた人物たちがど

のように，「反共」の担い手となっていたのか，と

いうことをお話ししました．これらの人たちは，

〔朝鮮半島の解放（1945 年）後〕プロテスタントで

あったため，朝鮮半島の北部で迫害を受けました． 

特に注目した人物が張俊河です．簡単に経歴を説

明しますと，もともとの生まれが平安北道という

現在の北朝鮮の出身です．父親がキリスト教のプ

ロテスタント教派である長老教の牧師でした．朝

鮮半島が日本の植民地支配下にあった 1944 年，日

本軍として徴集され，そのあと中国戦線に送られ

ました．6か月後に脱出して，中国軍に加わった後，

中国各地で独立運動を行っていた大韓民国臨時政

府傘下の光復軍の訓練を受けました．そののちに，

のちにアメリカ合衆国（以下，米国）の CIA の前

身である OSS（Office of Strategic Services）という

米国戦略情報局の特別軍事訓練を受け，朝鮮半島

に特派されたのですが，〔1945 年〕8 月 15 日に日

本が降伏したため，結局，そのまま作戦自体は行

われませんでした．そして，朝鮮半島の「解放」後，

『思想界』という雑誌を刊行して，何回も投獄さ

れて，75 年に疑惑の登山事故で亡くなったという

人物です．この雑誌『思想界』が，実は，韓国人の

南米移民について，早い段階から大きな関心を寄

せ，移民を推進する役割を果たしていたことが分

かりました．ブラジルなど中南米への移民が派遣

されていない時期だった 1961 年 10 月に，雑誌『思

想界』に三つの論文が掲載されていました．5・16

軍事クーデター（1961 年 6 月）と言って，のちに

大統領に就任する朴正煕（パク・チョンヒ）少将ら

若手軍人がクーデターを起こし，「国家再建最高会

議」を結成した直後のことでした．例えば，朴東昴

（パク・ドンミョ）という経済学者が「韓国の移民

―移民政策の検討」という文章を『思想界』に掲載

しています．のちに，農林部長官として，農業政策

の一環で，恐らく韓国人の南米移民を推進したの

ではないか，と思われます．また，当時韓国では，
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特に国外への移動の自由はなかったのですが，取

材の一環として中南米に送られた東亜日報〔韓国

の日刊紙〕の記者の記事なども掲載されていまし

た．早い段階からメディアとして中南米の移民を

促進する役割を，この雑誌『思想界』が果たしてい

たことが分かりました． 

ちなみに，金芝河（キム・ジハ）という有名な韓国

の詩人が 2022 年に亡くなったのですが，「五賊」

という当時の財閥・国会議員を痛烈に批判した風

刺詩を 1970 年 5 月に,掲載したため，『思想界』自

体は廃刊に至りました．全 205 号で，当時として

は非常に限られた言論の中で先進的な役割を果た

していた雑誌でもあります． 

もう一人注目したのは，張徳棋（チャン・ドッキ）

という人物です．この人物もやはり朝鮮半島北部

の出身で，1980 年代にアルゼンチンに移民した人

物です．この人物は，先ほど私が述べた張俊河と

非常に親しい関係にありました．OSS の特殊訓練

を張俊河と一緒に受け，やはり同じく派遣される

はずだったのですが，その作戦が中止になりまし

た．まだ「点」と「点」であるため，張俊河は 1975

年に亡くなっていますし，どの程度関連があった

のかについて，まだはっきりしたことは申し上げ

られませんが，張俊河の死後の 1980 年代，張徳棋

はアルゼンチンへ移民しました． 

今後，詳しく調査したいことについて述べ，締め

くくります．朝鮮戦争を通じて，韓国軍は量的に

拡大していきました．それが 5・16 軍事クーデタ

ー（1961 年）の素地となったとも考えられます．

軍が最もその当時の社会で近代的な教育を受けた

人物たちが集まるところでした．やはり軍が大き

くなりすぎたことによって，整地作業，つまり増

加した軍人を減らすことを目的に，南米移民が行

われた可能性が高いというのがこれまで分かった

ことです．先ほど，当時の韓国は海外移住の自由

がなかったと申し上げましたが，ところで，移民

を推進していたのは韓国政府なのですけども，そ

の中心人物は，軍事クーデターを起こし，のちの

大統領に就任した朴正煕と陸軍士官学校の同期（2

期）でもありました．韓国人の南米移民は，軍の内

部の「整理」の一環として行われた側面がありま

す．特に先ほど述べた人物たちは光復軍と言って，

朴正煕とは違う系統の人物たちであるため，その

ことが関連しているのかどうかについても，これ

から調査・分析したいです． 

また，もう一つ，南米移民者の出身地域について

も考慮する必要性があるでしょう．朝鮮戦争前後

に北朝鮮北部から南朝鮮（韓国）に移住した人た

ちのことを「越南者」と呼ばれます．その「越南者」

の中には，クリスチャンが非常に多かったそうで

す．もともと南のほうに生活基盤を持ってない人

たちであったため，その人たちがどこまで韓国国

内で定着できたのかについても，考える必要があ

ります．先ほど紹介した，雑誌『思想界』の記事に

は，当時の韓国は人口が多く，密集しているため，

その人口過多を解消するためには移民を促進すべ

きだということが書かれていました．もともと南

に生活基盤を持たなかった「越南者」のうち，韓国

に定着出来なかった人びとの一部が南米移民に行

った可能性もあるのではないか，という仮説を持

っています．これら二点について，今後調べよう

と考えております．以上です． 

松村：ありがとうございます．では，渡邉先生，お

願いいたします． 

渡邉：キース・ヴィンセント先生のご講演は近代

日本文学についてのものでしたが，古代ギリシャ・

ローマ文学を専門とする私にとっても大変興味深

いものでした．特に私が興味をひかれたのは，文

学作品とそれが作成され最初に受容された時代と

いう，周辺文脈との関係です． 

文学と史学は別分野とみなされることが多く，特

に純文学といわれるようなものはなにか俗世間か

ら離れた，時代を超越したものと思われがちです．

しかし私自身，文学史，思想史やその他○○史と呼

ばれるようなものをすべて相互補完的であり，文

学作品あるいは映像作品などもそれを一般聴衆と

して享受する，授業で教える，あるいは研究対象

として扱う際，歴史的文脈と結び付けることでい

ろいろ見えてくるものがありますし記憶にも残り

やすいと考えています．また歴史はそのまま繰り

返すことはないにせよ，バッハのフーガのように

バリエーションをつけつつ似たパターンが繰り返

されることはしばしばあります．現在の状況が何

を意味しているのか，しばしば私たちも考えさせ

られますが，過去の文学作品をその作者や同時代

読者が生きた時代を思い起こしつつ読むという行

為を蓄積していくと時代のパターンも見えやすく

なるのではないでしょうか． 

今回キース先生の正岡子規と藤野古白に関するお

話を聞いてみて印象深かったのは，日清戦争とい
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う，二人が共に生きていた年月の最後に起きた大

きな出来事，この背景といいますか文脈です．日

本近代史に関しても私は門外漢ではありますが，

日清戦争は明治日本の大きな分岐点であったと理

解しています．日清戦争で日本はいわば列強の仲

間入りをしたと言われますし，その結果台湾を植

民地として支配するようになりました．今でも日

中関係や，台湾の難しい国際的な地位などといっ

た点でこの戦争は東アジアに大きな影を落として

いるといえるでしょう．そしてもちろん日清戦争

における日本の勝利は，1945 年の敗戦に至るまで

の帝国主義的拡大の第一歩でもありました． 

この日清戦争に対しての子規と古白の態度は対照

的なものであったとキース先生のお話から私は理

解します．子規は従軍記者として意気揚々と，日

本の勝利を記録するため旅立ったのに対し，うだ

つの上がらない彼の親戚の古白は祖国の栄光など

眼中にないかのように鬱々と暮らし，それどころ

か戦争が日本にとって成功裡に終結しつつある

1895 年春に自殺してしまいます．調べてみると，

彼が亡くなったのは日清講和条約調印のほんの数

日前です．これはすでにされている方々もいると

思いますが，一門外漢として，彼らの作品をこの

ような歴史の流れの中で読み比べてみるとまたい

ろいろ見えてくるものがあるかと思いました．こ

れは時間が許せば私からキース先生に直接うかが

いたかったことでもあります． 

古代ギリシャ・ローマの文学作品も，ペロポネソ

ス戦争の最中に書かれたアテネの悲劇や，共和制

末期混乱の中で書かれたカエサルやキケロの諸作

品など，歴史的な文脈を理解したうえで読むとよ

り味わいに富み印象に残りやすいものは多々あり

ます．ちなみに今，私たち自身も決定的な歴史的

分岐点にあると最近よく言われます．つい先日バ

イデン大統領は inflection point in history という表

現を演説の中で使いましたし，そのしばらく前に

ドイツの首相は Zeitenwende という言葉を使いこ

れも話題になりました．思い出すといわゆる冷戦

終結時，歴史の終わりという表現が流行りました

が，国際的勢力のせめぎあいとしての歴史は終わ

るどころか明らかにまだまだ続いています．今ま

さに，文学教育や研究において作品や作者をその

歴史的文脈と共に見ていく作業は重要なのではな

いでしょうか． 

松村：ありがとうございます．では，松村からも発

言させていただきます．キース先生のご講演を聴

いて最も印象に残ったのは，正岡子規が，いとこ

でもあり，同じ俳句の道を歩んでいる古白が自殺

をしたあと，自分の罪悪感を解消するために，古

白をたたえたりせず，生前の態度を貫いたと指摘

されたことです．これを聞いて，ああ，すごいなと

思いました．子規はどういう思いでこのようにし

たのか．これを，キース先生は，自己中心的な考え

方をしなかったからというご指摘をされました．

自己中心の反対は「利他」でありましょう．何かを

利するということはやっていないかもしれないで

すが，自己中心的な考え方をしなかったというこ

とは，大きな意味での「利他」ではないかと思うの

です．つまり，相手に対する思いやり，また，相手

に対する尊重，そういったものを持っている子規

だからこそ，いろんな人から慕われたのでしょう．

ご講演の中で，狭い子規庵の中で，結核の感染の

リスクがあるにも関わらず，みんなが集まってき

たという話がありましたが，そういったものにつ

ながっているのではないでしょうか． 

つまり，キース先生の最終目的は，やはり作家の

心情を明らかにするということだったのではなか

ったのか．これは，ご参加くださった金ヨンロン

先生も「新しい研究」とおっしゃいましたが，私も

まさしくそのように思います．これまでこういっ

たことは文学の世界において，されているようで，

されていなかったんです．それはどうしてかとい

うと，文学というものは作品があって初めて成り

立つ分野だから，作品を研究しないといけないと

いう考え方が非常に強かったからです．そういっ

たなかで，キース先生は，その枠を破って，新しい

心情研究をなさっているのではないか．これは考

えてみると，東洋の伝統といいますか，『古今和歌

集』の仮名序に「やまとうたは，人の心を種として

よろづの言の葉とぞなれりける」とあり，さらに

は中国の『詩経』の大序の中にも「詩は志の之く所

なり」とあって，人間の心情が文学になるという

ような考え方，これはやはりアジア的な，東洋的

な考え方なのではないか．キース先生はアメリカ

の方ですが，こういった東洋的な考え方を非常に

深いところまで理解されて，そういう手法をご自

身の研究に取り入れておられる．こういったとこ

ろもすごいなと思います．以上です． 

渡辺さん，せっかく来てくださったので，キース

先生の講演の感想があれば言っていただけるとあ
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りがたいです． 

渡辺：キース先生のご講演を聞いて，古白と正岡

子規を作家として深く見ていく点が自分の研究に

重なるところがありました． 

私は映画を研究していて，作品をどのように捉え

るかを，作品の筋書きやセリフなどを深く，細か

く見ています．当然そこには作品を撮影した監督

がいて，その監督の生きてきた哲学や人生観が作

品に表されているので，キース先生のように作家

を深く見ることが重要だと思いました．キース先

生は，作家の正岡子規に対して，古白との関係や

彼らの活動などさまざまなことを，細かいところ

まで見ていました．正岡子規の作品に関しては，

作品を作った正岡子規にしかわからない意図や背

景などがあると思うんですけれど，正岡子規の人

生を事細かに，現代に生きるわれわれが見ること

で，正岡子規自身の無意識の部分にある作品の表

現や感情など見ることができるのではないかと思

い，自分の研究でも作品と作家というのを別々で

はなく，深い関わりのあるものとして見ていきた

いと思いました． 

松村：皆さん，ありがとうございます．せっかくで

すから，皆さんがご発表いただいた内容について，

ご質問等を出していただけるとありがたいですが．

ご自由にどうぞ． 

渡邉：私は，実は早めに帰らないといけないので，

質問させていただければありがたいと思ったんで

す．木村先生の漢文に関する発表についてですけ

れども．以前，もしかしたら漢文についてちょっ

とお話をさせていただいたことがあったかと思い

ます．正岡子規の漢詩ってどのように評価できる

かということについてお伺いしたかったんですけ

れども，中国古典全般の教養があって，やはり漢

文に，漢籍に関する教養があったのかっていうこ

となんですけれども．  

木村：正岡子規の祖父は松山藩の儒学者で，維新

後は私塾を開き，子規もそこで幼い頃に漢学を学

びましたので，漢文，漢籍には深い教養があった

と思われます．漢詩は 12 歳頃から 30 歳頃まで作

り続けました．子規の漢詩は高く評価されること

も多く，子規の俳句を考える上でも軽視できない

とされています． 

渡邉：私も近世以降のラテン文学はよく見ていて，

その中でやはり詩を書く人は多いんですけれども，

古典的な技法をちゃんと守っているのかどうかっ

ていうのはやはりいろいろあって，多分，漢詩の

伝統も同じような要素はあるのだろうと思うんで

すけれども．ありがとうございました． 

木村：古典的な技法という点では，正岡子規の漢

詩は平仄や押韻などの形式が夏目漱石などと比べ

るとルールに従っていないと指摘されることもあ

ります． 

渡邉：ありがとうございます．では，ちょっと早め

に帰らせていただきます． 

松村：どうぞ．では，ご質問をお出しいただける

と．渡辺さん，どうですか． 

渡辺：木村先生，お願いします． 

現在の国語の教科書は実用性や創作性を求めると

いう話を聞いて，キース先生のご講演を聞いたあ

と正岡子規について調べたときに「柿くへば鐘が

鳴るなり法隆寺」ぐらいしか知らなくて．正直，あ

まりそんなに詩に関して，自分は小学校や中学校

の教科書で経験していないなっていう，そのよう

な経験があるんですけど，現代の国語教科書でも

正岡子規はやっぱり重要性の高い作家なのでしょ

うか． 

木村：正岡子規の俳句は，俳句を学ぶ上で外せな

いと思うので掲載数が多いと思います．漢詩のほ

うは，今の学習指導要領では日本漢文を採録する

ように規定されているので，近代の作家の中では

夏目漱石，森鴎外などと並んでよく採録されてい

ます． 

創作という点について言いますと，旧制中学校の

指導要領には，生徒に漢詩を創作させるという規

定はありませんでした．その代わり，教員が自分

の判断で生徒に漢文による作文をさせていたよう

です．また，生徒が自主的に授業以外の時間に漢

詩を作って先生に添削してもらったということも

あったようです．これらは授業などで今よりも多

くの作品に触れてきたことも関係していると思い

ます．最近はとにかく表現させることを重視した

分，読解の時間が減ったように思います．吸収し

なければ表現はできないと思うので，そのバラン

スをどう調整していくかということが現在の学習

指導要領の課題のような気がしました． 

松村：いかがでしょうか．木村先生，どなたかに？ 

木村：俳句の英訳など，海外における俳句の紹介に

ついてどなたかにおうかがいできればと思います． 

松村：戸田山先生，いかがでしょう？ 海外におけ

る俳句の紹介については？ 
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戸田山：今回，キース・ヴィンセント先生の報告の

関連ということで，俳句の海外での受容について

少々調べました．その受容の歴史を見てみると，

1870 年代頃までさかのぼるのですが，日本には俳

句というジャンルの定型詩があって，それはいっ

たいどういったものなのかということについて，

既に紹介されています．いつ頃から日本語以外の

言語で俳句を詠むことが始まったのか，私は最初

期の例についてはわからないのですが．そういえ

ば，キース・ヴィンセント先生の先日の講演のあ

とでお話をしていて，アメリカとかイギリスの英

語圏の作家で，俳句をつくった方は結構多いとい

うことを伺いました．例えば 1930 年代から 50 年

代ぐらいに活躍したリチャード・ライトというア

メリカの黒人作家がいます．ライトはフランスに

移住したのですが，晩年になってからかもしれま

せんが，そこで結構俳句を詠んでいます．あと，詩

人で，俳句に触発されたかたちで短い詩をつくっ

ている例は結構いろいろあるようですから，外国

語での俳句の伝統，歴史にも相当分厚いものがあ

るのは確かだと思います． 

ただ，私は，専門は移民研究ですので，今回は日系

移民による俳句の実践に今回は注目しました．お

答えになっているか． 

松村：ありがとうございます．では，戸田山先生か

らどなたかに質問を． 

戸田山：難しいですね．木村先生は，漢文がご専門

ということでお伺いしたいのですが，漢詩漢文を

つくる，あるいは詩吟を楽しむという伝統がずっ

と日本にあるわけですが，多分，俳句と比べると

かなり狭いというか，一部の層の楽しみとして続

けられてきたのかと思いますが，どうでしょう．

また，日本の新聞の特徴として文芸欄というもの

があって，読者から俳句，川柳や短歌などの投稿

を受け付けていたりしますが，あまりそういった

ものは，欧米の新聞で見かけることがないような

気がします．例えば，近代に日本で新聞が発行さ

れるようになって，早いうちに文芸欄が設けられ

ていくわけですけれど，そこで漢詩文が投稿され

ていた例はございますか． 

木村：新聞の文芸欄で漢詩を扱うことは早い時期

に終わったと思います．漢文による著述も明治 10

年代くらいまでは珍しくありませんでしたが，明

治 20 年代ぐらいから日本語による著作物が増え

てきたので，漢詩文の創作はその辺りから減って

いたのではないかと思います．しかし漢詩結社の

ような漢詩を詠む団体は存続し，漢詩を掲載する

文芸雑誌も発行され続けていきます． 

戸田山：そこには登場しなくなる？ 

木村：新聞の文芸欄で漢詩を掲載することはおそ

らく昭和の初め頃になくなったと思います． 

戸田山：でもその前にはあったのですね？ 

木村：はい．確かにありました． 

戸田山：そのあとはやはり俳句だとか短歌が投稿

されるのでしょうか． 

木村：全般的には調べていませんが，それらは継

続していくと思います． 

戸田山：明治期の新聞は，新聞のジャンルによっ

て文体が全く違いますよね．漢文の書き下し的な

文体の，要するに教育レベルが高い人向けの新聞

が一方であり，他方では小新聞といわれる口語体

の新聞があったと思いますが，たぶん読者層が相

当違うでしょうし，それぞれの読者にとって何が

文芸であるかも，全く違っていたのでしょうか． 

松村：廣野さん，質問してみてください． 

廣野：松村先生にお聞きしたいのですが，中国や

台湾で，日本の俳句はどのような評価を受けてい

るのでしょうか． 

松村：これは，木村先生のほうがお詳しいのでは

ないでしょうか． 

木村：1920 年代に中国の文学者が日本の俳句を評

論や翻訳で紹介し，そこから短い詩の創作も行わ

れましたが，その後定着はしなかったと思います． 

松村：今，木村先生がおっしゃったように，俳句そ

のものがはやったということはないと思うのです

が，ただ，漢俳といって「五・七・五」で，ごく短

い漢詩をつくる分野が改革開放後の中国でおこな

われたことがありました．傅さんは漢俳をご存じ

ですか． 

傅：聞いたことないです． 

松村：私が 1980 年台初頭に留学していたときには，

漢俳をつくる方がおられました． 

傅：中国に昔からある短いものとしては，対聯（対

句）や，聯句といって，複数の作者が一句，または

数句ずつ作り，連ねて一編の詩をなすものがあり

ますね． 

松村：廣野さん，よろしいでしょうか． 

廣野：ありがとうございます． 

松村：では，傅さん，質問お願いします． 

傅：木村先生にお伺いします．私は，日本で基礎教
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育を受けていないので，実際のところがわからな

いんですけど，最近では，俳句などをつくること

が重視されているが，それより吸収するほうが重

要だとおっしゃっていたと思うんですけど，それ

についてもうちょっと詳しく話していただけませ

んか． 

木村：カリキュラムの改訂で創作を重視するよう

になりましたが，それでも漢詩一首を作ることは

難しいので，一句だけとか，対句を作るような活

動が現在の教科書に盛り込まれました．しかし漢

詩文をあまり読まずに，漢語による表現の方法を

学ばずに創作をすることは難しいと思います．俳

句のように日本語を使うのであれば創作も鑑賞も

可能であると思いますが，漢詩については漢詩文

を学んで吸収する時間が必要であるはずです．限

られた授業の時間数で漢文の中で表現する活動を

するなら，漢詩文に関して感想を述べあったり，

感想文などを日本語でまとめたりするということ

が現実的ではないかと思います． 

傅：ありがとうございます．私の質問は以上です． 

松村：松田先生，どなたかに質問ございませんか． 

松田：傅さんのゲーム「原神」の話をもう少しお聞

きしたいです．先ほど，チェン・カイコー（陳凱歌）

監督の映画『さらば，わが愛 覇王別姫』（1993 年）

の影響があるとおっしゃっていたのですが，中身

や描き方が映画の影響を受けたということですか． 

傅：もっと詳しく紹介したかったんですけど，先

ほどは 5 分しかなかったので，言葉足らずになっ

てしまいました．私が言いたかったのは，ゲーム

の中で京劇がなぜ使われたのかは，本質探究によ

り明らかにできるのではないかということです．

まず，改革開放により，日本の映画の影響を受け

た監督さんが，京劇をテーマとする映画をつくり，

その映画が世界中に知られたことで，「京劇」を使

うと，世界中の人々に受け入れられやすいからゲ

ームでも「京劇」を使うのではないか．このように

考えると，日本と京劇はつながっているのではな

いかなと思いました． 

松田：ゲーム自体は日本でも人気があるのでしょ

うか． 

傅：はい．ゲーム自体は，実は今，海外の中で一番

プレーヤー数が多いのは日本と韓国です． 

松村：傅さんが今，本質探究とおっしゃっていま

したが，表面的な事象を分析するだけじゃなくて，

その本質的な部分，つまり根底の部分には何があ

るのかという研究方法を取っておられます．その

中で，改革開放によって第五世代映画監督が出現

し，第五世代を代表するチェン・カイコー（陳凱

歌）監督の『さらばわが愛 覇王別姫』で描かれて

いる京劇の世界がその根底にあるのではないか．

そういったところに今，行き当たったということ

みたいです．ありがとうございます． 

この共同研究プロジェクトは相関関係つまり諸地

域の文化が，その地域，国だけで完結しているの

ではなく，それぞれ相関関係を有していることを

明らかにしようとしています．そして今回，キー

ス先生というアメリカの研究者が日本文学を研究

なさっていて，おそらくは日本の研究者よりもよ

り深いところまで研究をされているということを，

目の当たりにさせてくださった．これが今回の最

も大きな収穫だったのではないかと思います． 

さらには，私たちは人文社会科学の学問をやって

いるわけですが，こういった学問の意義を再確認

することができたと思います．人文社会科学の学

問は，先ほど，傅さんが言ってくれた本質探究を

目的とするのであって，この意義は大きいと思い

ます．今，社会では新たな提案が求められていま

す．本質を探究し，本質を具えた説得力ある提案

ができることは，最も必要な能力となっているの

ではないでしょうか． 

あと，何か言い残したことはありませんでしょう

か．では，今日は，お忙しいところ，お集まりいた

だき，素晴らしい発表と質疑応答をくださいまし

て，本当にありがとうございました．これで終わ

りにさせていただきます． 
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Abstract 

On Monday, September 25, 2023, the keynote lecture of the joint research project " Correlations in Aspects 

of Culture in the Asia-Pacific Region in Modern Times " (Research Representative: Shigeki Matsumura) was 

held at the Institute for Human Life and Culture, Otsuma Women's University. The speaker was Dr. Keith 

Vincent, Associate Professor at Boston University, who gave a lecture in Japanese titled "Kohaku Fujino, 

Cousin of Shiki Masaoka, 'Like Ice Enveloping Flame'". 

On Monday, October 30, 2023, a symposium was held by all the collaborators following the keynote lecture. 

After each participant made a comment on what he or she was inspired by Dr. Vincent's lecture, a discussion 

was held. This report is a record of the symposium. 
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